日本に は 傑れた 道化 芝居が 殆んど 公演され たためし 

がない。 文学の 方で も、 井伏鱒二 という 特異な 名作 家 

が 存在 はする が、 一 般に、 批評家 も 作家 も、 編輯 者 も 

読者 も 厳粛で、 笑う こと を 好まぬ という 風が ある。 

僕 はさ き， > J ろ 文体 編輯 の 北 原 武夫から、 思いき つた 

戯作 を 書いて みない かとい う 提案 を 受けた。 かねて 僕 

は 戯作 を 愛し、 落語で あれ 漫才で あれ、 インチキ • レ 

ビ ユウの 脚本で であれ、 頼まれれば、 白昼 も 芸術と し 

て 堂々 通用ので きる もの を 書いて みせる と 大言壮語し 

ていた ことがある もの だから、 紙面 を さいて くれる 気 

持に なった ので ある。 北 原の 意 は 有難い が、 読者が そ 



道化 は 浪費で ある けれども、 一秒 さきまで 営々 と貯 

め こんで きた 努力の あとで ある こと を 忘れて はなら な 

い。 甚だしく 勤勉な 貯金 家が、 エイとば かり 矢庭に 金 

庫 を 蹴とば して、 札束 を ポケット という ポケット へね 

じこみ、 さて、 血走った 眼 付 をして 街へ 飛び だした か 

と 思う と、 疾風の ように みんな 使って、 元 も 子 もな く 

してし ま つたので ある。 

道化の 国で は、 ビ— ル よし、 シャンパン よし、 おし 

る こもよ し、 巴 里の 女で も アルジェリアの 女で もなん 

でもい い。 使い 果して しまうま では 選り好み なしに 

o • にだ。 否定の 精神がない ので ある。 すべてが そつ 



る。 「ゼビ イラの 理髪師」 や 「フ ィガ 口の 結婚」 のフィ 

ガ 口から 来た 名称ら しく、 なぜ 私が 笑う か つ て 言う の 

です かい。 笑わない と 泣い ちゃう からさ、 という フィ 

ガ 口の 科白が 題字のと ころに 刷り こんで ある。 (多分 

そうだつ たと 思います よ) 「ゼビ イラの 理髪師」 や 「フィ 

ガ 口の 結婚」 は 却々 の 名作 だが、 ここに 引用した よう 

な 笑いの 精神 は、 僕の とらない ところで ある。 世 之 助 

の 武者振り や 源 内 先生の 戯作に は、 そういう ケチな 魂 

胆 がない。 

一 言に して 僕の 笑いの 精神 を 表わす ような もの を 探 

せば、 「浜 松の 音 は、 ざ ざん ざ あ」 という 太郎 冠者が く 
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